
 

 

 

火気使用工事の資料提出について  

 火気使用工事の資料提出 

１ この資料を提出する場合は、軽微な変更等届出書の提出を要しない軽微な変更工事にお

いて、溶接、溶断等の火花を発する器具等を使用する工事で、安全対策を講じる必要のあ

るとき（仮設防火塀の設置、可燃性蒸気検知器による検知、工事中の営業休止等）に提出

します。 

２ 火気使用工事の資料提出は、危事務規程第１９号様式の「火気使用工事届出書」により

提出してください。 

３ 申請（許可、仮使用、仮貯蔵等）、軽微な変更届出又は火気使用工事の資料提出の必要な

変更工事が何ら連絡なく行われることのないように、申請及び届出の必要がないと明白な

場合を除いて、工事の内容、実施時期等、所轄署危険物担当者まで連絡してください。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

火気使用工事届出書の記入例  

第 19号様式（第 17 条関係） 

火気使用工事届出書 

（宛先）京都市長   令和○○年○○月○○日 

届出者の住所（法人にあっては、主たる

事業所の所在地） 

 

① 京都市○区○○町○○番地○ 

 

届出者の氏名（法人にあっては、名称及び代

表者名） 

 

株式会社○○ 代表取締役 ○○ ○○ 

        （電話 000－0000 ） 

 

 危険物製造所等において、軽微な変更届出書の提出を要しない火気使用工事を行います

ので届け出ます。 

設 置 者 

住 所 ②京都市○区○○町○○番地○ 

氏 名 ②株式会社○○ 代表取締役 ○○ ○○ 

設 置 場 所 ②京都市○区○○町○○番地○ 

施 設 の 名 称 ③第１工場 

製 造 所 等 の 別 ③取扱所 
貯 蔵 所 又 は 

取扱所の区分 
一般取扱所 

工事の場所、工事の内

容及び火気使用器具等 

④ 第１工場内、○○配管の修正工事で、電気溶接作業を実施す

る。作業中は工場内の機器等は稼動させない。 

火 災 予 防 上 の 措 置 ⑤作業中は消火器を設置します。 

着 工 予 定 日 

⑥ 

令和○○年 

○月○日 

 

完 了 予 定 日 
令和○○年○月○ 

 

そ の 他 必 要 な 事 項 ⑦○ ○株式会社 京都市○○区○町○○番地  ○○ ○○ 

備 考  



 

 

 

① 届出者の住所及び氏名は、当該届出に係る製造所等の設置者の住所及び氏名又は危事務

規程第１７条において規定する危険物製造所等管理者選任・解任届出書により、選任され

ている管理者の住所及び氏名とします。 

なお、届出者が設置者又は管理者と異なる場合は、委任状等を添付してください。 

② 設置者の住所、氏名及び当該工事に係る製造所等の設置場所を記入してください。 

③ 製造所等の名称、別及び区分を記入してください。 

④ 工事の場所は必要に応じ、平面図等を添付してください。 

また、工事の内容及び火気使用器具等を簡潔に記入してください。 

⑤ 消火器の配置、保安監督者の立会い等火災予防上講じる措置を記入してください。 

⑥ 工事を行う始期及び終期を記入してください。 

⑦ 工事施工業者の住所、氏名等を記入してください。 

 


